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 福島県でも新型コロナウイルス感染が急拡大し、学校や事業所などでクラスターが発生しています。白河市で

も連日新規感染者が 15名前後発表されており、近隣の小中学校でも学級閉鎖や学年閉鎖を行っている学校が出

てきています。小中学校での感染者は、ほとんどが家庭内感染で、症状がないまま学校に登校して学校で感染し、

クラスターを発生させている状況です。福島県にも新型コロナウイルスのまん延防止等重点措置が適用され、来

月 20日まで重点的な対策がなされますが、白河市内や県南地区でも、コロナウイルスをまん延させないために

も、一人一人が予防、拡大防止を心がけてください。これから 3年生の県立高校の受験や卒業式も控えており、

大切な時期になりますので、感染をしない、感染者を出さないためにもご家庭でもご協力をお願いします。昨日、

コロナ対応のご協力のお願いの通知を発出しましたが、再度、次のような対応をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、２月１日（火）からの部活動も中止とします。中止期間は感染

状況により改めてお知らせします。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

明治 22年に始まった学校給食は、各地に 

広がり、戦争の影響で一時中断されましたが 

戦後、食糧難による児童の栄養状態の悪化を 

背景に昭和 22年 1月学校給食が再開されま 

した。同年の 12月 24日に米国の「アジア 

救済公認団体」からの給食用物資の贈呈式が 

行われ、それ以来この日を学校給食感謝の日と定めました。昭和 25年 

度から学校給食による教育効果を促進する観点から、冬季休業と重なら 

ない 1月 24日から 1月 30日までの 1週間を「学校給食週間」と制 

定しました。 

 子ども達の食生活を取り巻く環境が大きく変化し、偏った栄養摂取、肥満傾向など健康状態について懸念され

る点が多くみられる昨今、学校給食は子ども達が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けるために重

要な役割を果たしております。また、現在の学校給食では地場産物（26％）や国産食材（76％）が多く使用さ

れており、児童生徒に地域・国の産業や文化への関心を持たせるなど、教育的意義を有しています。 

今週は普段にも増して献立が創意工夫されています。1週間、近隣県の特産品を使った給食のメニューを提供

して頂きました。 

24日（月）～福島県～「紫黒ごはん 金山納豆 茎わかめ炒め煮 こづゆ りんご」 

25日（火）～愛媛県～「センザンキ ひじきのマリネ 石花汁 国産オレンジ（しらぬい）」 

26日（水）～滋賀県～「マスの三味焼き 大根サラダ 牛肉のじゅんじゅん ブルーベリークレープ」 

27日（木）～北海道～「味噌バターコーンラーメン かぼちゃチーズフライ ミルクプリン」 

28日（金）～沖縄県～「イカの天ぷら マーミナチャンプルー イナムドゥチ 沖縄パインゼリー」 

【福島県メニュー】 


